
衝
撃
の
事
実
！

知
っ
て
い
ま
し
た
？
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植
柳
小
学
校
の
跡
地
問
題
は
、
体
育

館
や
校
舎
の
耐
震
問
題
が
始
ま
り
で

し
た
。
自
治
連
合
会
に
よ
れ
ば
、
京

都
市
は
七
年
間
も
ほ
っ
た
ら
か
し
だ

っ
た
の
で
、
今
回
の
跡
地
利
用
の
提

案
を
し
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
植
柳
学
区
に
と
っ
て
は
大

切
な
植
柳
校
、
耐
震
補
強
さ
え
し
て

植柳跡地
ニュース
号外

も
ら
え
れ
ば
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
体
育

館
も
校
舎
も
残
り
、
地
域
の
活
動
も

出
来
て
、
避
難
所
も
跡
地
内
に
確
保

さ
れ
ま
す
。

ホ
テ
ル
に
よ
っ
て
跡
地
か
ら
住
民

が
追
い
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
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と
こ
ろ
が
、
四
年
前
に
京
都
市
か

ら
、
費
用
を
市
が
負
担
し
て
耐
震
工

事
を
す
る
話
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ

ん
な
夢
の
よ
う
な
話
が
本
当
に
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

醒
泉
小
学
校
と
淳
風
小
学
校
が
統

合
し
、
下
京
雅
小
学
校
と
し
て
醒
泉

小
学
校
の
土
地
に
新
た
に
小
学
校
を

建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
新
校
舎
が

出
来
る
ま
で
の
仮
校
舎
と
し
て
、
植

柳
小
学
校
を
耐
震
補
強
し
て
利
用
し

た
い
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

七
億
円
か
け
て
耐
震
補
強
を
し
、
仮

校
舎
と
し
て
の
使
用
を
終
え
れ
ば
、

元
植
柳
小
学
校
と
し
て
、
地
域
の
活

動
拠
点
、
災
害
避
難
所
と
し
て
長
く

利
用
出
来
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

理
想
的
な
提
案
で
す
。
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と
こ
ろ
が
、「
地
域
住
民
の
声
」
は
、

そ
の
申
し
出
を
断
り
ま
し
た
␔
詳
し

く
は
市
議
会
議
事
録
に
あ
り
ま
す
。

理
由
は
、
耐
震
工
事
の
一
年
間
、
地

域
活
動
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
も
っ
た
い
な
い
話
、
知
っ
て
い

ま
し
た
か
？

そ
の
結
果
、
元
格
致
小
学
校
を
十
二

億
円
か
け
て
校
舎
の
耐
震
補
強
を
し

て
体
育
館
も
建
て
替
え
、
仮
校
舎
と

し
て
使
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

申
し
出
を
断
っ
た
地
域
住
民
の
声

と
い
う
の
は
、
実
は
地
域
の
有
力
者

で
あ
っ
た
こ
と
が
京
都
党
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
を
、

「
地
域
住
民
の
声
」
と
し
て
、
地
域

住
民
が
知
ら
な
い
間
に
決
め
て
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。
地
域
住
民
の
声
と

い
う
の
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
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今
回
の
ホ
テ
ル
案
も
、
地
域
住
民
の

声
だ
と
京
都
市
は
言
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
、
一
部
の
考
え
だ
け
で
進
め
て

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
危
険
な
地
下

避
難
所
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

一
年
間
の
我
慢
を
断
り
、
住
民
が
跡

地
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
六
十
年
以
上

の
我
慢
を
選
ぶ
こ
と
は
、
地
域
住
民

の
声
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
地
域

住
民
の
声
を
聞
く
機
会
も
な
い
ま
ま

で
す
。

私
た
ち
の
本
当
の
気
持
ち
、
本
当

の
声
を
伝
え
る
機
会
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
！

■
発
行
者

植
柳
跡
地
問
題
を
考
え
る
会
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平成２７年定例会京都市会会議録 

第３号 ５月開会市会 

平成２７年５月２８日（木曜日） 

○議長（津田大三） 次に，大津裕

太議員に発言を許します。大津議

員。 

 〔大津裕太議員登壇（拍手）〕 

◆（大津裕太議員） 京都党市議団

は，議第７５号平成２７年度京都

市一般会計補正予算について賛成

するとの態度を表明しております

ので，会派を代表して討論を行い

ます。 

 議第７５号のうち下京区醒泉小学校・淳風小学校統合整備の補正予算に関しまして，今回の両小学校の統合に

よって特に淳風小学校の子供たちにより良い教育環境を用意できること，また耐震改修が未済であった各教

育施設の耐震改修を行い，子供たちの安全が確保できることは強く賛同できるところでございます。しかし

ながら，両校の統合の過程で，一時移転先として元格致小学校を３年間活用することで約１２億円という多

額の予算を掛けることに関しては疑義が残ります。 

 そもそも，元植柳小学校跡地が優先的な候補地で教育環境の面でも優れており，また同候補地であれば，一時

移転に掛かる予算も約７億３，０００万円と，今回の元格致小学校を活用する案より約５億円コストを節約

して統合を進めることができたわけでございます。しかしながら，元植柳小学校の改修工事を行う１年間，同

校跡地を地元利用できないことが理由で，地元住民の皆様の理解が得られず実現しなかったと説明がござい

ました。これは逆に申せば，地元住民の皆様の説得ができなかったことで約５億円の血税が余分につぎ込ま

れたということでございます。地元住民の皆様の御理解を得ることは大変重要なことでございます。しかし，

あくまで１年間限定のことであること，また財政が非常に厳しい京都市の現状の中で，５億円という多額の

血税の負担を京都市民の皆様に強いる結果になったことを重く受け止めていただきたいと思います。 

 また，元格致小学校におきまして，今回の一時活用後の跡地活用も決まっていないまま，約１２億円という多

額の予算を掛けて既存施設の改修工事及び仮設校舎，仮設体育館の設置がなされます。子供たちの安全や教

育環境を考えると致し方ない工事が大半であると認識しております。しかし，今後の具体的な設計工事着手，

あるいは入札の段階で３億円近くの圧縮ができる見込みという説明がございましたので，圧縮できるところ

は圧縮していただくこと，また，これまでの経緯も踏まえ必要最低限の工事にとどめ，質をできる限り抑えて

いただくこと，また，一時活用後の有益な跡地活用方法をしっかり考えていただくことの３点を強く要望い

たしまして討論といたします。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

○議長（津田大三） これをもって討論を終結いたします。 
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最後の方に京都党大津裕太議員の非常に興味深い発言があります。 
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